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第２６話 平安
へ い あ ん

奠都
て ん と

 

国の勢いが盛
さか

んになるにつれて、奈良の都も不便
ふ べ ん

になってきた。  

都は平安に遷
うつ

された。 今の京都がそれで、桓
かん

武
む

天皇の御代から明治二年まで、 

1070 余年の間、帝都
て い と

はそこから動かなかった。 

弊政
へいせい

を 改
あらた

められる  

光
こう

仁
にん

天皇が御
み

位
くらい

に即
つ

かれて、第一に御心
みこころ

に懸
か

けられたのは、道
どう

鏡
きょう

のために 全
まった

く乱
みだ

れた政治
せいじ

を正し

くして、すべてを元の通りに復
かえ

されることでした。 天皇は天智
てんぢ

天皇の御孫
まご

で、ご即位の時に既
すで

に 62才と

いうご高齢
こうれい

でありましたが、もともとご賢明
けんめい

な上に、非常にご熱心にその事に当たられたので、ご在位 12

年の間に、世の中は全く見違
みちが

えるようによくなり、人々はみな 蘇
よみがえ

った思いをしたということです。  

第 50 代桓
かん

武
む

天皇はその後をお承
う

けになって、更
さら

にそのご事業を一層立派に成
なし

遂
と

げられた。 天皇は光
こう

仁
にん

天皇の御子で、御年 45歳で、奈良の都でご即位になられたが、その頃の奈良の都は、御父光
こう

仁
にん

天皇が大

いに弊風
へいふう

をお正
ただ

しになったとはいっても、まだまだ奢
おご

りの風
ふう

や何
なに

かはすっかり抜
ぬ

けきらず、人心にも緩
ゆる

み

が見えていたし、わけても文化の中心となっている僧侶
そうりょ

共の中には、道鏡にかぶれた不真面目
ふ ま じ め

な者なども

決して少ないとは言えなかったのです。 

遷都
せんと

のご決意
けつい

 

それに奈良は、大和の内
うち

ではいい 処
ところ

でしたが、国の勢いがますます盛んになって来て見ると、 殆
ほとん

ど

四方を山に囲
かこ

まれている奈良の地は、他国との往来
おうらい

も不便
ふべん

だったりするので、天皇は、どこかに適当
てきとう

な土

地を選
えら

んで都を遷
うつ

し、大いに人心を新たにして、よいお政治をなさろうとお考えになった。 

長 岡 京
ながおかきょう

 

  けれども、永
なが

く帝都
ていと

となされるのでありますから、狭い土地ではいけないし、要害
ようがい

もよく、水陸
すいりく

の交

通も便利で、景色もすぐれ、気候もよいというように、いろいろの条件が揃
そろ

っていなければなりません。 

 で、容易
ようい

にどこと定
さだ

めることも出来ずにいましたが、中納言藤 原
ふじわらの 

種継
たねつぐ

という者が、仰せを受けて方々

を見て歩いた末に、ついに山
やま

背
しろ

国乙訓
おとくに

郡長岡
ながおか

（京都府西南部）の地を選んで、そのすぐれていることを奏 上
そうじょう

した。 それで、ご即位
そくい

4年の延 暦
えんりゃく

3 年 6 月から其処
そ こ

に工事を始められて、その年の 11月、まだ宮 殿
きゅうでん

も

役所
やくしょ

も十分に出来上がらないうちに、早くも、天皇はこの新都
しんと

にお遷
うつ

りになった。  

ところが、翌年の９月、この長岡京の造営
ぞうえい

を一切
いっさい

お任
まか

せになっていた藤 原
ふじわらの 

種継
たねつぐ

が暗殺
あんさつ

され、ついで

皇太子
こうたいし

が俄
にわ

かにお薨
かく

れになったりして、めでたくない事が続
つづ

いたために、折角
せっかく

お遷
うつ

りにまでなられた都の

工事が一向
いっこう

に捗
はか

取
ど

らず、いつ出来上がるとも見込
み こ

みが立たなくなった。 

桓
かん

武
む

天皇がこれをご心配になっておられた時に、ある日、忠臣の和気
わけの 

清
きよ

麻呂
ま ろ

が、「山
やま

背
しろ

（京都府）の葛野
かどの

郡
ぐん

に宇太
う だ

というところがありますが、なかなか景色もよく、其の上、東西北の三方は山に囲まれ、南の平野
へいや

には宇治
う ぢ

の大河
たいが

が流
なが

れて居
お

りますから、要害
ようがい

もよく、水利
すいり

の便
べん

も申 分
もうしぶん

がありません。 そこの方が長岡
ながおか

よ



第２６話 平安奠都 

 

115 

りも都としてはずっとよろしいように思いますが、御模様
もよう

替
が

えになってはいかがでしょう？」 と密
ひそ

かに

申上
もうしあ

げた。 

それで天皇は、表向
おもてむ

きは狩猟
か り

に行かれるという事にして、たびたびその土地へおいでになって、よく

様子
ようす

をお検
しら

べになって見ると、清麻呂の申上げた通りでしたから、大いにお喜びになり、更にまた長岡の

都をこの宇太
う だ

村にお遷
うつ

しになることとなされた。 長岡の都のあったところは、今の京都府の西南、向日
むかひ

町

の附近
ふきん

で、今、町の東方に長岡京の大 極
だいきごく

殿
でん

址
 あと

の碑
ひ

が建
た

っています。 

    

        京都         平  安  京  図 

平安
へいあん

京
きょう

 

  さて、宇太
う だ

村の新都
しんと

は、延 暦
えんりゃく

12 年 11月に初めて工事を始められたが、今度は着々と調子
ちょうし

よく運
はこ

んで、

翌 13 年 10 月に天皇はこの新都にお遷
うつ

りになった。 この地は、前に清麻呂も言ったように、東北西の三

方を比叡
ひえい

、鞍馬
くらま

、貴船
きぶね

、高雄
たかお

、愛宕
あたご

、その他の山々で囲
かこ

んだ中に在
あ

って、東には賀茂
か も

川、西には 桂
かつら

川が流
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れ、南の平野には宇治
う ぢ

の大河
たいが

がうねっています。   

景色
けしき

もよかったが、殊
こと

に要害
ようがい

がよかったので、天皇は、「この国の地勢
ちせい

は、自然
しぜん

に城
しろ

のようになってい

る。 此
この

後
ご

は山背
やましろ

国を 改
あらた

めて山城
やましろ

国としよう」と仰
おお

せられ、また、「この新都に集まってくる民が、喜ん

で、口々に平安
たいらの

京
 みやこ

と呼
よ

んでいるということだから、都の名にはそれを其
そ

のまま用いることにしよう」と

仰せられた。 何事
なにごと

も民
たみ

の心をお取り入れになるわが皇室のおぼしめしがここにも現れたのでした。 

平安京の制
せい

 

  平安
へいあん

の都は、大体
だいたい

は奈良
な ら

の都にならって造
つく

られたが、それよりも少し大きかったです。 即
すなわ

ち東西

約４２町、南北役４９町（訳注：１町は 400 尺、約 109 ｍ）にわたる長 方 形
ちょうほうけい

で、街路
がいろ

は碁盤
ごばん

の目のよう

に正しく縦 横
じゅうおう

に通
つう

じていました。  

中央に、南北に通ずる朱雀
すざく

大路
おおじ

という巾２８ 丈
じょう

（訳注：１丈は 10 尺、約 3 ｍ）、即ち約 47 間（訳注：

１間は６尺、約 1.8 ｍ）の大通りがあって、それに依
よ

って分
わ

かたれた東を左京
さきょう

といい、西を右京
うきょう

といった

ことも、その大路
おおじ

に並
なら

んで四つの大通りのあったことも、また、東西に通ずる広い大路が九つあって、そ

れを北から南へ一 條
じょう

、二條、三條と、九條までに分
わか

っていたことも、その大路
おおじ

の 間
あいだ

に小路
こうじ

が縦 横
じゅうおう

に通
つう

じ

ていたことも、すべて奈良の都と同じでした。                                    

大内裏
だいだいり

は一條と二條との中 央
ちゅうおう

に設
もう

けられて、其の東西は約十町、南北は約十二町でした。 その四方

は廻
めぐ

らすに垣
かき

と溝
みぞ

を以
も

ってし、東西に各々
おのおの

四カ所と南北におのおの三ヶ所との御門がありました。    

東の御門を北から数
かぞ

えてみると、上 東
じょうとう

門、陽明
ようめい

門、待賢
たいけん

門、郁芳
いくほう

門で、西の御門は上 西
じょうさい

門、殷
いん

富
ぶ

門、藻壁
そうへき

門、談天
だってん

門、また、北の御門は東が達智
たっち

門、西が安嘉
あんか

門、中央が偉鍳
いかん

門で、南の御門は東が美
び

福
ふく

門、中央

が朱雀
すざく

門です。  

この朱雀
すざく

門は 即
すなわ

ち大内裏
だいだいり

の正
せい

門であり、この御門から朱雀
すざく

大路
おおじ

は始まって南に走
はし

っています。 この

大路の南端
なんたん

は、即ち平安京全部
ぜんぶ

の正門で、これが有名な羅生
らしょう

門です。 また、この都の周囲の全部にも垣
かき

と溝
みぞ

とがあって、それが京 外
きょうがい

との 境
さかい

となっていました。 

大内裏
だいだいり

 

大内裏
だいだいり

の中には内裏
だいり

即
すなわ

ち皇居
こうきょ

を始めとして大極
だいごく

殿
でん

及び諸
しょ

官 省
かんしょう

が 甍
いらか

を並
なら

べていた。   皇居
こうきょ

は中央

よりやや東北に 位
くらい

し、建
けん

礼
れい

門、承 明
しょうめい

門などの御門を以って二重
にじゅう

にめぐらした中に、紫宸
ししん

殿
でん

、清 涼
せいりょう

殿、

温明
うんめい

殿などの１７の御殿
ごてん

と、飛香
ひきょう

舎
 しゃ

、淑景
しげい

舎、 昭
しょう

陽
よう

舎などの五舎が相
あい

列
つら

なっていました。    

紫宸殿
ししんでん

は天皇の 政
まつりごと

をご覧
らん

になるところで、清 涼
せいりょう

殿
でん

は常
つね

の御殿です。 また、大極
だいごく

殿
でん

は朱雀門
すざくもん

を

入った突当
つきあた

りのところ、即ち正面にあって、この御殿を応天
おうてん

門といった。 大極
だいごく

殿
でん

は天皇が表立
おもてだ

った儀式
ぎしき

を行わせられる所です。 

  また、大路
だいぢ

には 柳
やなぎ

と 桜
さくら

を植
う

えて、街路
がいろ

をも 美
うつく

しくしようとした。    後
のち

に或
あ

る歌人
かじん

が 

見
み

わたせば 柳
やなぎ

桜
ざくら

をこきまぜて 都
みやこ

ぞ春
はる

の 錦
にしき

なりける 

と歌っていますが、さぞ其頃
ころ

は美しい、落
お

ちついた感
かん

じを持った都であったであろうと想像
そうぞう

されます。 
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平安時代 

  此の平安
へいあん

の都は、桓
かん

武
む

天皇が延 暦
えんりゃく

13年（西暦 794 年、訳注：鳴
7

く
9

よ
4

 うぐいす平安京）にお遷
うつ

りにな

った時から明治
めいじ

天皇の明治 2年（西暦 1869 年）に至るまで、1070 余年の間、わが国の帝都
ていと

として動かなか

ったのです。 殊
こと

に桓武
かんむ

天皇から 33 代、 源
みなもとの 

頼朝
よりとも

が鎌倉
かまくら

に幕府
ばくふ

を開くまでの凡そ 400 年の間は、常に

政治の中心地となった 処
ところ

ですから、その間を特に名づけて平安
へいあん

時代
 じだい

といっています。 

平安京と今の京都
きょうと

 

  しかし、市街
しがい

の繁 盛
はんじょう

は、初めに計画
けいかく

したようには行
い

かなかった。 右京
うきょう

は早くからさびれ出
だ

して、

住 民
じゅうみん

は次第
しだい

に左京
さきょう

に集
あつ

まった。 ついには東の京 外
きょうがい

にまで市街
しがい

が広
ひろ

がって、更
さら

に賀茂
か も

川を越え、白河
しらかわ

の

里
さと

の方
ほう

まで一帯
いったい

に賑
にぎ

やかになって行きました。 のみならず、後
のち

の世になってから、たびたび此の都で戦争
せんそう

が行
おこな

われたために、火災
かさい

にも罹
かか

ったりして、いよいよ様子
ようす

が変
か

わりました。 今は昔の右京
うきょう

の大部分
だいぶぶん

は田畑
たはた

や工 場
こうじょう

となり、昔、平安京の中央であった朱雀
すざく

大路
おおじ

は、今は京都市の殆
ほとん

ど西の端
はし

となって、其の名も変

わっています。 要
よう

するに、今の京都は、昔の左京と、其の東と北に広がった町とから出来ているのです。 

平安
へいあん

神宮
じんぐう

 

  しかしたとえ、斯
こ

ういう変遷
へんせん

があったとしても、今の京都
きょうと

の元は平安
へいあん

京
きょう

であり、平安京は桓
かん

武
む

天皇

がお造
つく

りになったのでありますから、明治 28 年、平安
へいあん

奠都
 てんと

1100 年祭の折
おり

に、其の記念
きねん

に天皇を祀
まつ

る官幣
かんぺい

大

社平安
へいあん

神宮
 じんぐう

が京都に建てられた。 

    

     京都             平 安 神 宮 

その拝殿
はいでん

は平安
へいあん

京
きょう

の大極
だいごく

殿
でん

の形にならい、その門は応天門
おうてんもん

の形にならって造
つく

られましたから、これ

を見れば、昔の大極殿の有様
ありさま

を推
お

しはかることも出来ます。 

 

  (  第２６話 平安
へいあん

奠都
てんと

 終わり。   次は一旦前頁に戻り、   

第 27話 坂 上
さかのうえ 

田村
たむら

麻呂
ま ろ

の蝦夷
え ぞ

平定
へいてい

  へ) 


